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【 は じ め に 】  

令 和 4年 11月 30日 に 43,000羽 飼 養 の 採 卵 鶏 農 場 で 高 病 原 性 鳥 イ ン

フ ル エ ン ザ の 疑 似 患 畜 が 確 認 さ れ た 。 殺 処 分 等 を 行 い 農 場 消 毒 を 終

了 し た 同 年 12月 4日 を も っ て 農 場 の 防 疫 措 置 を 完 了 し た 。  

今 回 、 関 係 機 関 （ 振 興 局 、 畜 産 課 ） を 交 え 、 広 範 に わ た る 野 生 動

物 侵 入 防 止 対 策 や 農 場 衛 生 指 導 及 び 各 検 査 を 終 え 、 令 和 5 年 10 月

26 日 に 農 場 経 営 を 再 開 し た の で 、 そ の 概 要 を 報 告 す る 。  

【 再 開 に あ た っ て の 農 場 の 方 針 】（ 図 1）  

 初 め に 農 場 の 方 針 を 確 認 し た 。 一 部 の 鶏 舎 に 顕 著 な 老 朽 化 が 目 立

つ た め 、 飼 養 羽 数 の 規 模 を 発 生 前 よ り 縮 小 し 、 最 終 目 標 飼 養 羽 数 を

当 初 の 半 分 以 下 の 20,000 羽 と し 、 修 繕 完 了 が 早 期 に 見 込 め る 上 鶏

舎 群 3 棟 の 約 7,000 羽 か ら 段 階 的 に 再 開 し た い と の 方 針 を 確 認 し た 。 

【 経 営 再 開 ま で の 取 組 】（ 図 2）  

（ １ ） 封 じ 込 め 後 の 鶏 糞 の ウ イ ル ス 検 査  

発 生 農 場 の 鶏 糞 は 国 と の 協 議 に よ り 封 じ 込 め と し た 。 封 じ 込 め 措

置 に つ い て は 、 鶏 糞 表 面 を 消 石 灰 散 布 し た 上 に ブ ル ー シ ー ト を 被 覆

し 、 そ の 上 を 再 度 消 石 灰 散 布 し 、 防 疫 措 置 完 了 後 か ら 令 和 5 年 3 月

4 日 ま で の 3 か 月 間 静 置 し た 。 そ の 間 、 農 場 で は 封 じ 込 め 場 所 以 外

の 衛 生 管 理 区 域 や 敷 地 内 の 整 理 整 頓 を 実 施 し た 。  

鶏 糞 封 じ 込 め 措 置 解 除 直 後 の 3 月 6 日 に 鶏 舎 及 び 鶏 糞 撹 拌 施 設 等  

の 鶏 糞 の ウ イ ル ス 検 査 を 実 施 し た 。 検 査 に つ い て は 、 図 3 の と お り

採 材 し 、 発 育 鶏 卵 接 種 法 に よ る ウ イ ル ス 分 離 検 査 を 行 っ た 。 検 査 の

結 果 、 全 検 体 で ウ イ ル ス 分 離 陰 性 が 確 認 で き た 。  

（ ２ ） 鶏 舎 等 の 修 繕 及 び 野 生 動 物 侵 入 対 策  

検 査 結 果 を 踏 ま え 本 格 的 に 施 設 修 繕 に 向 け 、 頻 繁 に 協 議 を 実 施

し 、 家 保 か ら は 、 現 地 確 認 で 認 め ら れ た 鶏 舎 修 繕 の 方 針 決 定 お よ び

飼 養 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル の 再 検 討 を 行 い 、 振 興 局 か ら は 、 修 繕 の た

め の 必 要 資 材 等 に 対 し 、 畜 産 施 設 衛 生 管 理 強 化 支 援 事 業 で の 補 助 金

の 活 用 に つ い て 助 言 等 が あ っ た 。  

 鶏 舎 等 の 修 繕 に つ い て は 、 農 場 の 方 針 の と お り 、 図 4に 示 す 施 設

に 対 し 実 施 し 、 当 所 が 修 繕 状 況 を 確 認 し た 。 特 に 、 老 朽 化 に よ る 鶏

舎 の 穴 や 壁 の 無 数 の 隙 間 を 充 填 剤 や 金 網 の 張 替 等 で 徹 底 的 に 修 繕 す

る と と も に 、 鶏 舎 屋 根 や 鶏 糞 撹 拌 施 設 で の 防 鳥 ネ ッ ト 設 置 や 、 排 水

口 に 金 網 を 設 置 す る な ど 野 生 動 物 の 侵 入 防 止 対 策 を 徹 底 し た （ 図

5,6,7） 。  

ま た 、 野 鳥 対 策 に つ い て は 、 図 8に 示 す と お り 農 場 周 辺 の 池 へ の



ネ ッ ト の 設 置 や 、 水 を 抜 く 等 、 野 鳥 を 飛 来 さ せ な い 環 境 に し た 。  

さ ら に 、 野 鳥 や 野 生 動 物 の 生 息 場 所 と な る 鶏 舎 付 近 の 竹 林 に つ い

て は 適 切 に 伐 採 し た 。  

（ ３ ） 農 場 の 衛 生 管 理 対 策 （ 従 業 員 へ の 内 容 周 知 と 飼 養 衛 生 管 理 マ

ニ ュ ア ル 作 成 ）  

 農 場 の 衛 生 管 理 区 域 の 再 設 定 を 図 9に 示 す と お り と し 周 知 し た 。

従 業 員 の 衛 生 管 理 区 域 内 へ の 動 線 は 図 10の と お り と し た 。 鶏 舎 内 で

は 前 室 を 整 備 し ス ノ コ 、 鶏 舎 内 専 用 長 靴 、 踏 込 消 毒 槽 、 手 指 消 毒 ス

プ レ ー を 再 設 置 し 、 動 線 を 確 認 し た （ 図 11） 。 集 卵 時 の 鶏 舎 内 で の

作 業 動 線 は 図 12の と お り と し 従 業 員 は 鶏 舎 内 の 各 部 屋 の 扉 か ら 鶏 舎

外 に 出 る こ と な く 、 扉 外 近 く の フ タ 付 き の 集 卵 カ ゴ 棚 に 集 卵 カ ゴ を

一 時 的 に 置 く よ う に し た 。 全 て の 部 屋 の 集 卵 を 終 え る と 、 前 室 ま で

戻 り 、 長 靴 履 替 等 行 い 、 鶏 舎 外 に 出 て 集 卵 カ ゴ を 回 収 し 農 場 Ｇ Ｐ へ

移 動 す る 。 集 卵 カ ゴ は 農 場 Ｇ Ｐ 付 近 に て 洗 浄 消 毒 後 、 こ の 集 卵 カ ゴ

棚 に 戻 す よ う に し た 。 農 場 出 入 口 に は 、 新 た に 立 入 禁 止 の 看 板 お よ

び コ ー ン バ ー 、 消 毒 設 備 を 再 設 置 し た 。 衛 生 管 理 区 域 内 へ の 畜 産 関

係 車 両 （ 飼 料 運 搬 車 両 ） の 動 線 を 再 設 定 し 入 退 場 記 録 、 手 指 消 毒 、

長 靴 消 毒 、 車 両 消 毒 等 を 実 施 す る よ う 周 知 し た （ 図 13） 。  

 こ れ ら を 集 約 し 、 新 た に 実 行 可 能 な 飼 養 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル を 作

成 し た 。 マ ニ ュ ア ル に つ い て は 農 場 の 従 業 員 全 員 で 協 議 し 、 作 業 動

線 等 に つ い て 丁 寧 に 説 明 し て 衛 生 管 理 技 術 面 の 向 上 を 図 っ た 。  

（ ４ ） 鶏 舎 環 境 の ウ イ ル ス 検 査  

令 和 5年 9月 25日 に モ ニ タ ー 鶏 導 入 前 の 鶏 舎 環 境 の ウ イ ル ス 検 査 を

実 施 し た 。 検 査 対 象 及 び 検 体 数 は 、 図 14に 示 す と お り で あ る 。 床 、

壁 、 天 井 は ガ ー ゼ で 採 材 し た 。 検 査 の 結 果 、 全 検 体 に つ い て ウ イ ル

ス 分 離 は 陰 性 で あ っ た 。  

（ ５ ） モ ニ タ ー 鶏 の 導 入 と ウ イ ル ス 検 査  

10月 4日 に モ ニ タ ー 鶏 を 導 入 し 、 10月 19日 に 検 査 を 行 っ た 。 モ ニ

タ ー 鶏 の 導 入 羽 数 は 鶏 舎 1棟 あ た り 30羽 と し 、 3棟 の た め 90羽 と し た

（ 図 15） 。 モ ニ タ ー 鶏 導 入 か ら 14日 後 の 10月 19日 に 採 材 し た 気 管 ス

ワ ブ 、 ク ロ ア カ ス ワ ブ 及 び 血 清 を 材 料 に 、 ウ イ ル ス 分 離 検 査 と 抗 体

検 査 （ ELISA） を 実 施 し た 。 採 取 検 体 数 及 び 採 材 の 方 法 に つ い て

は 、 図 16の と お り で あ る 。 検 査 結 果 は 、 臨 床 検 査 、 ウ イ ル ス 分 離 検

査 、 抗 体 検 査 と も に 全 羽 陰 性 で あ っ た 。  

 

以 上 の 取 組 の 結 果 、 発 生 農 場 は 令 和 5年 10月 26日 に 中 雛 4,300羽 が

上 C,D舎 に 導 入 さ れ 経 営 が 再 開 さ れ た 。 上 A舎 は し ば ら く 空 舎 と し

た 。  

【 今 後 の 経 営 状 況 】 （ 図 17）  

 鶏 卵 直 売 開 始 は 、 令 和 6年 1月 下 旬 頃 と な り 、 令 和 6年 2月 初 旬 に は



中 雛 2,800羽 が 上 A舎 に 追 加 導 入 さ れ る 予 定 で あ る 。 目 標 飼 養 羽 数

20,000羽 へ 向 け 、 未 修 繕 の 飼 養 予 定 鶏 舎 の 整 備 を 進 め て い く 。  

【 ま と め 】  

高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 農 場 に お け る 防 疫 措 置 完 了 後 、 鶏

糞 や 鶏 舎 の 環 境 及 び モ ニ タ ー 鶏 の ウ イ ル ス 検 査 を 行 い 、 全 て 陰 性 を

確 認 後 、 発 生 農 場 は 経 営 を 再 開 し た 。 経 営 再 開 に 至 る ま で 農 場 が 行

っ た 鶏 舎 等 の 修 繕 や 従 業 員 全 員 に 周 知 し た 新 た な 飼 養 衛 生 管 理 マ ニ

ュ ア ル 作 成 に 対 し 、 家 保 を 中 心 に 助 言 ・ 指 導 や 確 認 を 行 っ た 。  

こ れ ら の 取 組 に よ っ て 、 農 場 の 衛 生 対 策 の ハ ー ド と ソ フ ト の 両 面

の 改 善 が な さ れ た こ と か ら 、 農 場 で は 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ の

飼 養 衛 生 管 理 基 準 の 水 準 が 大 幅 に 向 上 し た も の と 考 え ら れ た 。  

今 後 も 家 畜 保 健 衛 生 所 に よ る 飼 養 衛 生 管 理 基 準 遵 守 の 維 持 ・ 向 上

の た め 指 導 を 継 続 し て い く 。  



図1：再開にあたっての農場の方針

【飼養羽数の規模縮小】

発生前飼養羽数：約43,000羽
（育雛舎群 4棟）飼養予定なし
（西鶏舎群 6棟）老朽化が著しく、飼養不可
（上鶏舎群 3棟）修繕後、飼養可 約7,000羽
（下鶏舎群 4棟）大幅な修繕後、飼養可 約13,000羽

目標飼養羽数を約20,000羽とし、
上鶏舎群 約7,000羽から飼養開始

農場全体図

図2：経営再開までのスケジュール

防
疫
措
置
完
了
（
鶏
糞
の
封
じ
込
め
）

①
封
じ
込
め
後
の
鶏
糞
の
ウ
イ
ル
ス
検
査

3
カ
月
間
静
置

農
場
内
の

整
理
整
頓

⑤
モ
ニ
タ
ー
鶏

導
入
と
ウ
イ
ル
ス
検
査

経

営

再

開

②野生動物侵入防止対策

【鶏舎修繕】

③農場の衛生管理対策

【飼養管理マニュアル作成】

農場と頻繁に協議

④
鶏
舎
環
境
の
ウ
イ
ル
ス
検
査

図3：①封じ込め後の鶏糞のウイルス検査

【採材年月日】 令和5年3月6日
【検 体】 スワブ（鶏舎、鶏糞撹拌施設）

【検 体 数】 5検体（スワブをプール）
【検査方法】 ウイルス分離検査（発育鶏卵接種）

【検査結果】 全て陰性

図4：②野生動物侵入防止対策
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図5：鶏舎修繕（上Ａ，Ｃ，Ｄ舎）
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図6：鶏糞撹拌施設修繕
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図7：鶏糞置場修繕
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図8：ため池の野鳥対策等
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図9：衛生管理区域の再設定
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図10：従業員の動線
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図11：鶏舎前室
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図12：上A,C,D舎作業動線
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図13：畜産関係車両の動線
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図14：④飼養鶏舎等環境のウイルス検査

【採材年月日】 令和5年9月25日
【検 体】 ガーゼ拭き取り 8検体（プール）
（上Ａ，Ｃ，Ｄ舎） 各4カ所：床①、壁②、天井①
（鶏糞撹拌施設、鶏糞置場） 施設内4カ所
【検査方法】 ウイルス分離検査（発育鶏卵接種）

【検査結果】 全て陰性

上Ａ舎

上Ｃ舎

上Ｄ舎

鶏糞撹拌施設、鶏糞置場（下Ｅ舎）

採材箇所図

図15：⑤モニター鶏導入

【モニター鶏導入年月日】 令和5年10月4日
【導 入 羽 数】 中雛30羽×3鶏舎分＝90羽

モ ニ タ ー 鶏 配 置 図

図16：⑤モニター鶏のウイルス検査

【採材年月日】 令和5年10月19日
【検 体】 スワブ（気管・クロアカ）、 血清

【検 体 数】 90羽分
【検査方法】 ウイルス分離検査（発育鶏卵接種）

抗体検査（ELISA）
【検査結果】 全羽陰性

捕鳥

図17：今後

【鶏卵直売開始】令和6年1月下旬頃
【追加導入】（上Ａ舎）

令和6年2月初旬に中雛2,800羽導入予定
総羽数7,100羽へ

【目標飼養羽数】 最終的に20,000羽を検討
• 飼養場所追加のための鶏舎（4棟 ）修繕必要

飼養衛生管理基準遵守の維持・向上を継続する


